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⽣成AIと東北⼤学 2

2022年 11⽉30⽇ ChatGPT公開

12⽉4⽇ ユーザー数100万突破①

2023年 1⽉ ユーザー数1億突破②

2⽉1⽇ ChatGPT Plus発表

3⽉15⽇ GPT-4公開

3⽉31⽇ 「ChatGPT等の⽣成系AI利⽤に関する留意事項」通知③

5⽉18⽇ プレスリリース「全国の⼤学に先駆けてChatGPTを導⼊ 〜AIを駆使しDXの最先端を切り拓く」④

① ② ③ ④



法⼈GAIの導⼊ 3

2023年5⽉
全国の⼤学に先駆けてChatGPTを導⼊

約200名（事務職員・技術職員・教員）が利⽤

ある意味
想定内

マルチモーダル
は今後必須

運⽤ルールとして、「機密情報や個⼈情報は取り扱わない」
こととしたが、万が⼀⼊⼒してしまった場合にも対応可能な
強固な保護機能を搭載していることが導⼊の決め⼿。
• 個⼈情報アラート機能
• 個⼈情報マスキング機能
• 機密情報マスキング機能

プレスリリース（2023年5⽉18⽇）
全国の⼤学に先駆けてChatGPTを導⼊
〜AIを駆使しDXの最先端を切り拓く〜

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2023/05/press20230518-04-chatgpt.html
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2023/05/press20230518-04-chatgpt.html


東北⼤学が考えるDXの３ステップ 4

• （⽬的）まずは「どうしたいか」「どうありたいか」

• （⼿段）それを実現するための最適な⼿段はなにか

• （ＤＸ）それをどのようにデジタルを活⽤し実現するか



研究インテグリティの⾃律的な確保 5

経済産業省

The Electronic Code of Federal Regulations

ASPI Tracker

研究インテグリティ懸念機関
チェックシステム

各機関が⽤意する様々なフォーマットの
エンティティに関するデータ

構造化するのではなく
⾮構造データをそのまま検索
（これまでは苦労してなんとかフォーマットしてDB化しようと…）

⽣成AIが回答するチャットボット



研究インテグリティの⾃律的な確保 6

研究インテグリティ懸念機関
チェックシステム

⽣成AIが回答するチャットボット
Python

スクレイピング＆前処理
情報を整理

インデックス検索
質問⽣成
回答⽣成

RAG︓Retrieval-augmented Generation

• （⽬的）研究インテグリティ⼿早く確実にやりたい
• （⼿段）その⼿の何でも知ってるコンサルに頼りたい…
• （ＤＸ）⽣成AIでコンサルつくっちゃいました



データ活⽤による法⼈評価の⾼度化 7
• （⽬的）法⼈評価対応業務を素早く確実にやりたい
• （⼿段）その⼿の何でも知ってる職員を育てるか…
• （ＤＸ）⽣成AIでそういう⼈材つくっちゃいました

検証結果
・ハルシネーションが発⽣（例︓A研究科の⼥性研究者⽐率の情報は恐らくB研究科業績からの引⽤）
・複数ファイルを⼀つに結合すると、情報の構造（例:タイトルが部局名）が曖昧になるためと推察される
・やはり情報の構造化は精度向上においては重要であると推察される

docxのまま結合しナレッジとして検索させると、検索対象とならなかった。
pdfに変換したら検索した。解析プログラム的にpdfの⽅が良い結果が出るのか︖
⼤いに検証の余地あり。

・各部局の実績報告
・統合報告書
・各部局のIR資料

…など

法⼈評価業務
の⾼速化

部局の特⾊ある
取組の把握

経営戦略の
参考資料



東北⼤学チャットボットの更新 8

質問 回答

東北⼤学の住所は︖ ⻘葉区⽚平2丁⽬1-1

あなたの名前は︖ HAGIBO

・・・ ・・・

これまでの学習データ︓構造化されたCSVデータ

これからの学習データ︓任意のファイル形式

⼤学Webサイト、例規集、学⽣便覧、就労規則、
各種業務マニュアル類など…

〜2024年3⽉

2024年4⽉〜

最適な情報を
AIが判断し回答

• （⽬的）いつでもどこでも問合がしたい&回答したい
• （⼿段）オンライン上に総合窓⼝が必要か…
• （ＤＸ）⽣成AIでそういう窓⼝つくっちゃいました

問合対応
が楽︕

メンテナンス
が楽︕

知りたい事が
すぐわかる︕

職員

教員 学⽣

なんかすごいぞ︕
東北さん︕

ステークホルダー

東北⼤学チャットボット HAGIBO VERSION2.0 powered by GPT-4 2024年4⽉ 始動
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東北大学 DX
特設ページ

「DXを、ともに。」



地域・組織の枠を超えたDX連携の推進 10

PURPOSE ︓ ニューノーマル時代に相応しい教育・研究環境の実現

DXによる先導的な業務改⾰を短期的スパンで集中的かつ戦略的に
実⾏し、ニューノーマル時代に相応しい、教育・研究環境の実現と
構成員にとって魅⼒ある職場環境を創⽣する。

SYSTEM ︓ Shared Success, Multiplied Impact.

フラットなパートナーシップを構築し、信頼・成果・繋がり・
知識・専⾨性を共有し、これらの相乗効果を引き出します。

私達は、これらを実現するため、理想的なプラットフォームを整え、
⼈作り・解決策作り・仕組作りを通じて、参加機関の発展と、
それによって世界・社会に貢献するコミュニティを⽬指します。

さらに、メンバー各機関の成⻑を⽀えるための多様なシステムを
整備し、新世代のDXコミュニティとして進化し続けます。



地域・組織の枠を超えたDX連携の推進 11

BENEFIT ︓ 有機的なソリューションプールの利活⽤

DX推進に効く事例の利活⽤
DXやそれに伴うBXの事例が多数存在します。
それらを利活⽤して各機関のDX推進にお役⽴てください。

機関固有の悩み・解決策の共有

国公私⽴問わず多くの機関が参画しています。
組織固有の悩みや解決策を共有できます。

共創による新たな可能性

教育研究機関に加え、企業も参画しています。
組織の枠を超えた共創によるあらたな可能性があります。



地域・組織の枠を超えたDX連携の推進 12

MEMBERS ︓ 参加機関（2024年2⽉現在）



地域・組織の枠を超えたDX連携の推進 13

お問い合わせや参加希望については、どうぞお気軽に、こちらからご連絡ください。
みなさまとお会いできることを楽しみにしております。

CONTACT ︓ お問い合わせ・参加希望


